（R07　冬　府高教　専門部【職業高校部】）
項目（１４）
〇　教育庁では、令和３年度から５年度にかけて平成16年度に設置した府立高校の普通教室等の空調設備を更新し、平成30年度から令和５年度にかけて支援学校の特別教室への空調設備の設置を行った。

　　また、令和元年度から令和５年度にかけて府立高校の体育館への空調設備の設置を行い、令和６年度は令和４年度に大阪市から移管された府立高校の体育館への空調設備の設置を行った。
○　府立高校の特別教室の空調設備については、各校の音楽室やＬＡＮ教室に加え、視聴覚教室など、使用頻度の高い３教室も対象に設置している。

○　平均気温の上昇や猛暑日の増加など環境の変化を踏まえ、特別教室の使用状況等を検証した上で、生徒の学習環境の改善に必要な対策を検討してまいる。

○　また、教員については、職員室に空調設備を設置済みであるが、職員室内にすべての教員の席が確保できない学校については、各校の状況を確認しながら、個別に対策を検討してまいる。

○　府立学校の空調（冷房）設備の運用については、熱中症事故の防止等、生徒の安全確保のため、授業以外のクラブ活動や行事などの学校活動も含め、学校長が必要と判断する場合は、各校の実情に即した柔軟な運用をお願いしている。

○　感染症の拡大防止のため空調設備の使用時においても換気が必要となることから、光熱水費等の予算に不足が生じる場合は、追加で学校予算の配当を行うなど、空調設備の運用に支障が生じないよう対応してまいる。

〇　なお、今年度に関しても昨年度に引続き原油価格高騰の影響はあるが、光熱費は必要額を各学校に措置している。

○　厳しい財政状況の中ではあるが、今後とも必要な予算額の確保に努めてまいりたい。
項目（１６）
○　府教育庁では、府立学校ICTネットワークサポートセンターを設け、校務用端末やLAN教室端末等の機器、およびネットワーク等に関する各校からの問合せに対応しているところ。

○　また、全校ポータルサイトに、教職員ICTネットワーク及び学校情報ネットワークそれぞれのページを作成し、ネットワークを管理されている教職員の負担軽減になるよう努めている。

○　併せて、ＧＩＧＡスクール運営支援センターを設け、全教職員を対象として、児童生徒１人１台端末に関する問合せ対応やＦＡＱサイトの充実、学校訪問による問題の解決を行うとともに、クラウドサービスに関する設定作業の代行等を通じて、各校の支援を実施しているところ。
項目（１７）
○　制度拡充は困難であるが、引き続き、個別の事案について、校長を通じて相談いただいたものについては、母性保護の観点を踏まえて対応してまいる。
項目（２７）
○　府立高校に在籍する障がいのある生徒への支援について、必要に応じて非常勤講師を配置するとともに、施設・設備の拡充や支援機器の整備を進めてまいった。

○　また、「障がいのある生徒の高校生活支援事業」において、公認心理師又は臨床心理士の資格を有する専門家を全校に配置するとともに、予算の状況等を踏まえながら、特定支援員・活動補助員を配置し、支援の充実を図っているところ。
項目（３９）（４０）
○　産業教育に関する設備の更新などについては、毎年、関係各校より提出される産業教育振興施設・設備の整備計画書にもとづき、各校の状況をふまえ、順次計画的に進めている。

○　限られた財源の中ではあるが、必要な施設・設備の改善・充実に努めてまいる。
○　学校管理費における農場生産物にかかる予算については、従前から特定財源として予算額の確保に努めてまいった。

〇　物価高騰による学校管理費への影響は、できるだけ少なくなるよう検討してまいる。

○　厳しい財政状況の中ではあるが、今後とも実習にかかる費用を含め、必要な予算額の確保に努めてまいる。
項目（４４）
○　産業教育に関する設備の更新などについては、毎年、関係各校より提出される産業教育振興施設・設備の整備計画書にもとづき、各校の状況をふまえ、順次計画的に進めている。

○　また、「工業系高校の計画的設備更新事業」により、工業系高校の旋盤・フライス盤等の工作機械の更新を進めているところ。

○　引き続き、限られた財源の中ではあるが、必要な施設・設備の改善・充実に努めてまいる。
項目（４７）
○　産業教育に関する設備の更新などについては、毎年、関係各校より提出される産業教育振興施設・設備の整備計画書にもとづき、各校の状況をふまえ、順次計画的に進めている。

○　限られた財源の中ではあるが、必要な施設・設備の改善・充実に努めてまいる。
項目（５０）
○　工業の職業教育を行っている総合高校における、産業教育に関する設備の更新などについては、毎年、関係各校より提出される産業教育振興施設・設備の整備計画書にもとづき、各校の状況をふまえ、順次計画的に進めている。

○　限られた財源の中ではあるが、必要な施設・設備の改善・充実に努めてまいる。
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